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子どもの健全育成に関する事業への助成 「新国立劇場こどものためのバレエ劇場」事業

地方公演も加わって、全国各地で
「こどものためのバレエ劇場」が大好評。

2010年  社会貢献活動年間報告書
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財団法人 新国立劇場運営財団

http://www.nntt .jac.go.jp

助成団体

AJOSCより多大なるご支援を受けてこのイベントが成長

してきました。また今回は地方公演も実施できました。厚

く御礼申し上げます。今後も当企画は続いて参ります。機

会がございましたら再びのご支援をよろしくお願いいたし

ます。

財団法人 新国立劇場運営財団
支援業務室

前田秀文さん

AJOSCの
助成とともに
成長してきました。

担当者より

財団法人 新国立劇場運営財団では、2010年

7月23日～25日に「こどものためのバレエ劇場」

を開催した。計6回の公演はいずれも大盛況であっ

た。このステージはパッケージとして地方の公共団体

に提供され、7ヵ所で開催。全国の子どもたちが一

流のバレエを楽しんだ。

次世代を担うこどもたちが優れた舞台芸術に触れられ

る機会を提供する目的で、例年、夏休みに行われている

新国立劇場の「子どものための普及公演」。2004年のス

タート以来オペラ公演を行ってきたが、2010年は初めて

バレエ公演を行った。

主催している財団法人 新国立劇場運営財団の支援

業務室前田秀文さんは

「その前年の4月にテスト的に子ども向けのバレエ公演

を『しらゆき姫』で行ったところ、たいへんな反響で再演

を希望する声も多かったことから、夏休みイベントにも起

用しました」と説明する。

またこれまでは、「ジークフリートの冒険」などやや男の

子向けの公演であったことから、今度は女の子向けのス

テージを行うという狙いもあった。

公演に際しては、子どもがバレエを初めて見た場合で

も飽きないよう、演出には各種の工夫が施された、低年齢

層に配慮し、上演時間は1時間半内に抑え、通常より内

容をわかりやすいものにした。台詞はないものの、アナウ

ンスが入り状況を解説した。

一方、子どもたちに本物の舞台芸術を体験してもらう

というこの会の主旨通りキャストやスタッフは一流でか

ためた。

「今回、しらゆき姫を演じたさいとう美穂や小野絢子を

はじめとして、新国立劇場バレエ団の本公演でもプリマ

ドンナを務めるような配役になっています。また、大人は

大人の楽しみ方が、子どもには子どもの楽しみ方ができ

るような振付構成になっています」と前田さん。

「しらゆき姫」という誰もが知っている演目であったこ

とも幸いして、7月23日から3日間、1日2回公演の計6

回の公演はすべて満席となった。

子どもたちからは『衣装がきれいだった。私も踊ってみ

たい』『王子がものすごく高くジャンプしていた。かっこよ

かった』『バレエって激しいなと思った』など、初めてみた

舞台への驚きの声が集まった。

集まった子どもたちに少しでも楽しんでもらおうと、運

営側スタッフもさまざまな企画を取り入れた。例年通り

のスタンプラリーの他、今回はメイクアップコーナーを設

けて、無料のネイルアート体験サービスを実施。おしゃま

な女の子たちからものすごい反響があったため、今後は他

の公演でも取り入れることを予定している。

バレエ公演の後には、新国立バレエ団の研修生らが、

バレエでよく使うジェスチャーを子どもたちに教えた。

「さあ、これはどんな意味だと思いますかぁ？」

クイズ形式で遊びながら覚えたジェスチャーを今度は

母親にしてみる子どもたち。気分はもうバレリーナになっ

ているようだった。

前田さんたちが工夫したもう一つはコストダウンだっ

た。

「オペラに比べればバレエは総コストを下げられます。

昨年までは生演奏だったものを今回は録音データに切り

替えるなどしました」と前田さん。

そこまでコストダウンを志向したのは、この公演をワン

パッケージとして地方でも上演したかったからである。地

方の公共団体などが主催するためには、コストを抑えざ

るをえないのだ。

こうして、本公演後、新潟県民会館、見附市文化ホー

ルアルカディア、兵庫県立芸術文化センター、サンポート

ホール高松、和光市民文化センターサンアゼリア、茅ヶ崎

市民文化会館、厚木市文化会館での公演が行われた。こ

ちらも大好評で、全国の子どもたちにバレエを楽しんでも

らうことができた。

「我々としては、子どもたちが一流の舞台芸術に触れ

て、自身の可能性の発見や豊かな生き方に出会うチャン

スにつながることを願っています。夏休みに親子で芸術

鑑賞をしたということだけでも、今の世の中には必要なこ

とではないかと考えています。来年以降もこの企画は続

けていきます」

2011年度は再びオペラ公演に戻り、それ以降はバレエ

との隔年公演を実施する予定だ。

大人には大人流、子どもは子ども流に楽しめる演出。

コストダウンの成果で、全国７ヵ所での地方公演も実現。

子どもたちが一流の舞台芸術に触れる良い機会となった

子どもに配慮し演出には各種の工夫が施された

公演後に行われたネイルアート無料体験

バレエでよく使うジェスチャーを子どもたちに教える研修生




